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本論文は緒論，第 I 部，第 E部および結びによって構成されている。
緒論 (s 1---3) では研究の方針と構成をのべたのち，落下液膜に関する過去の研究について総括
的な展望を与えた。
第 I 部 (s 4---11) では垂直落下液膜の流動と伝熱を対象とした。 S 4 では本研究において使用し
た実験装置および方法を説明した。この装置によって既存の実験データの不備な面，とくに，高粘性
流体による実験ならびに波動の発達状況の観測，を補ったo S 5 に流動に関する実験の結果を示した。
レイノルズ数が大になると波動の発達が完了せず水力学的に発達した状態が存在しない，低レイノル
ズ数と高レイノルズ数では乱れの成因が異なるなど注目すべき結果が得られた。 S 6 には自由表面が
ほぼ断熱条件をみたした場合の液膜と固体壁間の伝熱データをプラントル数300--- 5 ， 000の高粘性液体
について求めた結果を示した。 S 7 では S 5 の結果と在来のデータをあわせて分析し，新しい流動様
式分類一純層流域，第一遷移域，定常波動流域，第二遷移域，完全乱流域ーを提案した。 S 8 では落
下液膜を境界層モデルによって解析した場合の平均液膜厚さわよびヌセルト数に対する一般公式を与





第 E 部(~ 12----18) では落下液膜の水力学的安定性を線形解析した。~ 12では問題を Or・I・-Sommerfeld
式および運動量式によって数学的に定式化した。~ 13では Re→∞に対する中立曲線分枝の挙動を研
究し， 2 次元ポアズイユ流に対するものと一致する分枝と α ∞Re-1 となる分枝とが存在することを
証明した。~ 14では種々の解析法を検討し現在の問題点を明確にした。~ 15では α展開による解析を
行い，その一般的公式と特徴を与えた。その結果を用いて現在のところもっとも厳密と考えられる中
立曲線を求めた。また，傾斜角を 0 とすると臨界レイノルズ数は (5 / 6) cot8 で与えられること
を確認した。~ 16では β展開を使用して垂直の場合の臨界レイノルズ数の見掛け説を実験データで検
証しそれが十分に成立しうることを示した。~ 17では Re 展開法に対する一般公式と特徴を求め，こ
の方法が中立曲線の計算には適しないことを明らかにしたo ~ 18では垂直落下液膜の安定性に影響す
る因子を考察し，液膜に接している大気が不安定化因子であることを明らかにした。


























を克服した。すなわち，まず Orrー Sommerfeld 式による解析では波数 α で展開する解法， Re 
で展開する解法を発展させたほか，空間的に発達する撹乱に対する解析法を提示し，これにより不
安定限界を決定し，また運動量式による解析を用いて周囲大気の影響を明らかにした。
以上のように，本論文は落下液膜の流動，伝熱および安定性に関し理論と実験の両面から研究した
もので顕著な業績があり，工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと 3志める。
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